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※小売販売電力量および小売・他社販売電力量は、北海道電力㈱、北海道電力ネットワーク㈱および北海道電力コクリエーション㈱
の販売電力量を示す。

2022年度通期の連結業績につきまして、至近の動向を踏まえ、2023年1月26日に公表した連結業績予想を修
正いたしました。

■2022年度 連結業績予想
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（単位：億円，億kWh）

2022年度見通し
今回見通し

対前年度増減今回公表
（Ａ）

1月公表
（B）

増減
(Ａ)－(Ｂ）

売 上 高 8,970程度 9,210程度 △240程度 2,340程度

営 業 損 益 △240程度 △510程度 270程度 △490程度

経 常 損 益 △320程度 △620程度 300程度 △460程度

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 損 益
△250程度 △530程度 280程度 △320程度

【主要諸元】

為 替 レ ー ト （ 円 / $ ） 135程度 135程度 同程度 23程度

原 油 C I F 価 格 （$ / b l ） 100.0程度 100.0程度 同程度 22.8程度

※3月以降、為替レートは135円/＄程度、原油CIF価格は84＄/bl程度と想定しております。

（ 対 前 年 度 増 減 率 ）

小 売 ・ 他 社 販 売 電 力 量
（4.3％程度）

312程度
（5.4％程度）

315程度 △3程度 13程度

（ 対 前 年 度 増 減 率 ）

小 売 販 売 電 力 量
（8.6％程度）

240程度
（8.6％程度）

240程度 同程度 18程度



小売・他社
販売電力量

他社販売電力量が減少する見込みであることから、

1月公表値に比べ3億kWh減少の312億kWh程度となる見通しです。

売上高
他社販売収入が減少することなどから、

1月公表値に比べ240億円減少の8,970億円程度となる見通しです。

経常損益
卸電力市場価格の低下に伴う電力調達費用の減少や燃料価格の低下などから、

1月公表値に比べ300億円損失幅が縮小し、320億円程度の損失となる見通しです。

親会社株主に帰属
する当期純損益

経常損失が縮小する見込みであることなどから、

1月公表値に比べ280億円損失幅が縮小し、250億円程度の損失となる見通しです。

■2022年度 連結業績予想の修正概要
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前回公表予想
経常損益

今回修正予想
経常損益

その他

市場価格の低下に伴う
電力調達費用の減少

燃料価格の低下

△620

△320

＋240

+10

+50

・水力発電量の増加 10
・火力発電所の設備不具合の
早期復旧 30 など

（単位：億円程度）
＜経常損益の変動要因（対１月公表比較）＞



（参考）連結業績予想－経常損益の変動要因（対前年度比較）

（単位：億円、億円程度）
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2022年度
（収支見通し）

経営効率化
の深掘り

その他

2021年度
（実績）

138

＋210

△110

△320

・火力発電所の設備
不具合による出力抑制 △60

・他社販売電力量の減少 など

+50

△130

市場価格の上昇に伴う
電力調達費用の増加

燃料価格の上昇

△480

水力発電量の増加

・燃料費調整制度の
上限超過影響 △190
・燃料費調整額に反映していない
LNG価格の上昇など △290


